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48 調査と研究 第22号 (2001.10)
第 1表 西ドイツの商品貿易 (単位 :100万 ドル)
1947年 1948年 1949年 1950年 1951年 1952年 1953年 1954年 195
5年 1956年輸出全体額 320 745 1,136 1,992 3,119 4,022 4,399
5,223 6,090 7,312EPU諸国向け 302 636 967 1,510 2,617 2,
997 3,238 3,845 4,517 5,381アメリカ向け 5
28 46 103 220 226 285 303 402 515輸入全体額 867 1,587 2
,079 2,544 3,475 3,508 3,535 4,297 5,312 5,995EPU諸国向け 193 523 984 186 2043 2422 2 60 3








































































































































ヨーロッパ支払協定 (1949年 7月-1950年 6
月)のことである｡ この二つの協定を経て,
1950年9月にEPUが設立されることになる｡





みを述べてお く｡ 二国間の輸出と輸入が推計 さ
れる｡ この推計 に基づ き,二国間で債権国とな
る国は相手国 (-債務国)に対 して引出 し権 を
設定 し,債権の一部 を自国通貨で債務国に贈与
する｡ この受け取った引出 し権によって債務国





が確認で きよう｡ この点が多角主義 を基礎 とし
ていた EPUの仕組み との決定的な違いであ
る10)｡
西 ドイツが設定 もしくは,相手国か ら受 け
取った引出 し権の額 とその実際の使用量につい





用 していない｡結果 として,全体 としてみた場
令,第一次協定の下では4835万 ドル,第二次協
定の下では4991万 ドルが西 ドイツか ら西 ヨー
ロッパ諸国-の経済援助 として流出することと
なった｡ さらに,西 ドイツは OMGUSによる
管理貿易の遂行 によって,西 ヨーロッパ城内諸

































200 200 100 %ノルウェー 8
0 0 %スウェー デン 500 500
トルコ 1,350 677.8 50.2%
672.2合計 ll,420 4,616




























































































































































10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月
5月 6月 合計0 0 02,0252,027 0 0-368 0
3,6841949年 1950年:-川 9















た (輸入 :2億9140万 ドル,輸出 :2億1840万 ドル)｡そして,この赤字分をイギ
リスが援助によって埋め合わせることとなった｡これは,第一次協定で未
使用分の引出し権 :4800万 ドルと新規援助 :
2600万 ドルから構成された15)｡しかし








































































































































































































































































28) 古内博行 ｢ドル条項問題と西 ドイツ経済の復興｣(簾
田･森編,前掲書)113ページを参照｡
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第4表 貿易協定締結諸国と西ドイツの貿易額の推移 (単位 :万 ドル)
1949年上半期 1949年第3四半期 1949年第4四半期 1950年第1四半期 1950年第
2四半期輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出
輸入 輸出 輸入 輸出スイス 2,190 3,240 1,640 1,860 2,570 2,030 2,280 2
,010 1,660 2,350オランダ 3,330 5,340 2,210 2,760 5,700 2,290
7,230 5,490 6,400 6,630ノルウェー 2,170 1,050 450 440
430 520 1,020 590 1,100 600オーストリア 740 3,130 300 1
,630 340 1,760 620 1,810 850 1,590ベルギー/ルクセンブルク 5,290 6,400 5,220 2
,700 2,340 2,650 2,340 3,130 1,490 3,600デンマーク 2,
200 970 850 290 1,670 420 2,730 950 1,800 1,470スウェーデン 3,42 3
,070 3,040 2,290 2,050 1,480 3,470 2,280 2,680 2,140合計 19,340 23
200 13,710 11,970 15,100 11,150 19,690 16,260 15,980 18,380出所 :C.Buchhelm,DieWiedereingliederungWestdeutschlandSindieWeltwirtschaft1945-1958,19
90,S121より作成｡の輸入が急増 しているこ
とが読み取れよう｡ 特にオランダからの輸入が
急増 している (1949年第 3四半期-221

















目として1949年 9月に生 じたポンド切 り下
げにともなう,ヨーロッパ各国の通貨調整の影響があ
ると考えられる｡ 第 5表は各国の切 り下げ率を
示 したものである｡ 西 ドイツは,20.6%の
切 り下げを粁余曲折の末行っている｡ しかし,各国は第 5表から明らかなように西 ドイツよりも大幅な切 り下げ一軒並








月18日 30.5%オランダ 9 20
0.2%ギリシャ 9月22日 3 0















































































































































1949年 1950年 1950年 1951年 1
951年7-12月 ト6月 7-12月 1-
6月 7-12月ベルギールクセンブルクオランダーストリアスイデンマ クノ ウェーウェ デン 17.9%9821 44.0%610 19.7%7836 12.1%ll0 1
7.9%90ll6合計 39.8% 58.6
% 41.1% 35.2% 38.5%出所 :Milward,"The M
arshal Plan and GermanForeignTrade,"p.465より作成｡
OEECを舞台とした域内貿易自由化を契機として,西 ドイツ製造業はその輸出を,1950年
上半期にベネルクス三国
を中心として大きく拡大させること
となった｡お わ りに
以上,EPU成立以前の時期における西 ド
イツの貿易とマーシャルプランの関連について
一極めて限定的ではあるが-検討してき
た｡この検討から,以下の点が明らかとなった
｡ECAがマーシャルプランを通じて実現す
ることを目標としていた西ヨーロッパ域内にお
ける貿易と決
済の再建は,当初から2つの障害を抱えていた｡
まず,ECAによって実施された ｢小さなマ
ーシャルプラン｣体制それ自体は,多角主義に
反対する諸国に影響され,双務協定に基礎をお
いたものであり,西 ドイツが輸出を急激に増加さ
せるには制限となる体制であった｡ このことは
,イギリスとの貿易から明らかであろう｡ 西 ド
イツの輸出増大を支えるためには,多角主義を基
礎としたEPUの仕組みが必要であった｡EP
Uは,西 ドイツがその輸出を急増させるために不
可欠な仕組みであった｡事実,西 ドイツはEP
Uの下で,その輸出を急激に増大させている｡ こことは前掲第1表において,1950年以降西
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大していることからも確認できよう｡
また,｢小さなマーシャルプラン｣下以外の
貿易もOMGUSの管理貿易政策によって制限
されていた｡この管理貿易政策によって,西 ド
イツの貿易はドル決済を義務づけられるととも
に,一次産品を輸出し食糧を輸入する構造に押
し留められた｡これにより,西 ドイツは西ヨー
ロッパ諸国から完全に孤立化してしまった｡
この制限は西 ドイツの政府の成立により解消
され,管理貿易政策は破棄された｡その結果,
1949年末以降相次いで二国間貿易協定が結ばれ
た｡ この結果,西 ドイツへの周辺国からの輸出
が急増し,西ヨーロッパ域内貿易の再建-の糸
口が築かれた｡加えて,OEEC諸国内におけ
る貿易自由化が1950年より開始され,西 ドイツ
の製造業は1950年上半期に,その輸出をベル
ギー-ルクセンブルク,オランダを中心として
急激に増大させた｡
以上のことからマーシャルプランと西 ドイツ
の貿易に関していかなる点が指摘しうるであろ
うか｡まず,｢小さなマーシャルプラン｣下で
の西 ドイツの貿易は制限されていたものの,そ
れがEPU設立に結びついたという点で評価さ
れよう｡ また,OMGUSの管理貿易下におい
て ｢小さなマーシャルプラン｣を通じて西ヨー
ロッパ諸国との関係が継続したことも西 ドイツ
の西ヨーロッパ市場-の復帰に対 して意義を
持ったと言えよう｡その意味では,西 ドイツは
短期的な損失を越える大幅な利益を得たと考え
られる｡
しかし,この時期の西 ドイツの貿易にとって
最大の意味を有 したのは,｢管理貿易｣から
｢貿易自由化｣への転換の結果生じた貿易の拡
大である｡ これは,マーシャルプランを通じて
アメリカが実現しようとしてきたことであった｡
ECA･国務省は OMGUSを退けて以降,西
ドイツにまず貿易自由化を行わせるともに,
OEECにおいて貿易自由化推進を要求するこ
とで,西ヨーロッパ域内貿易を再建しようと試
みた｡その結果,西 ドイツの貿易は再建された｡
特に輸出の再建にとってOEECの貿易自由化
が重要な役割を果たした｡特に,1949年10月31
日のホフマンによる演説が決定的な意義を持っ
た｡そして,この貿易自由化政策の展開に基づ
く西 ドイツ貿易の拡大がEPU成立下における
西 ドイツ貿易の急拡大を準備したのである｡ こ
こに,マーシャルプランが西 ドイツの貿易の再
建に対して果たした意義が明瞭に読み取れる｡
しかし,EPU成立以降の貿易再建の過程も
順調に進展したわけではない｡特に1950年6月
に勃発した朝鮮戦争の影響による国際収支問題
の発生とその克服をめぐる諸過程が分析される
必要があろう｡ さらに,本稿で対象とした期間
に関しても,まだ多くの検討課題が残されてい
る｡ ヨーロッパ石炭鉄鋼共同体とヨーロッパ域
内貿易の再建との関連に関しても検討されなけ
ればならない｡これらの課題に関する分析につ
いては今後の課題としたい｡
